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衆議院選挙制度における小選挙区制度の導入は、政権を相争う二大政党の出現を期待してのもので
あり、2000年代後半には、衆議院の議席を合計すれば8割以上になる自民党と民主党の二大政党の
形をもたらした。その選挙制度に着目すると、衆院の選挙制度は、ただ一人を選び出すという意味
に限定して考えれば、国政の小選挙区制度は、地方政治において首長選挙と同じ選出方法になった
といえる。さらに、新選挙制度導入に伴って、中選挙区時代とは違い個々の選挙区域も狭くなった
点に注目すれば、国政の小選挙区の競争に一番接近したといえる地方政治における競争は、市区長
（以下では市長と略す）選挙であるといえる。
そもそも国政選挙と地方選挙は、一定の関係性があるものの、お互いにかなり異質の性格をもつと
みられてきた。その一方で、1994年の小選挙区制度の導入により、全国的に自民党と民主党の候補
者が、争うこととなった。この候補者の多くは、衆議院選挙において当選（再選）を第一義的に考
えると同時に、自身の選挙区においては、政党の地域における代表者として地方政治家的側面も行
うことになる。この点に注目すると、代議士は、地方政治で自身の当選を第一義とせず、異なる選
挙戦略を展開することは、考えにくい。しかし、一般に市長選挙は、政党の首長候補に対する支持
の構造に着目すると、国政の与野党による相乗りや政党の推薦なしの状況など、様々な形を確認で
きる。なぜ、市長選挙において国政の与野党は、時には相乗り状況や国政の与野党対決を持ち込
む、または政党推薦のない候補による争いを展開するのであろうか。また小選挙区制度によって国
政における二大政党の対立構造が生まれたとしても、全く影響を与えてことは考えられるのであろ
うか。
本論文では、まず、新選挙制度導入以降の代議士と市長に着目し、新選挙制度の導入により、国政
レベルで活躍する代議士の選挙戦略及び選挙区活動が、市長選挙の構図に少なからず影響すること
を確認する。そしてこのことが、地方においてどのような政治の構造変化をもたらしているのかを
検討する。 本論文は、2部9章で構成されている。第1部は、主に代議士と市長の関係を検討する上
での選考研究の整理と本稿の分析枠組から構成される。
第１章では、1990年代に行われた日本の選挙制度改革の評価や影響について、これまでの議論を整
理する。第2章においては、日本の地方政治研究及び首長研究から、市長研究がどの程度明らかに
なっているのかを説明する。第3章では、「代議士」と「市長」の関係は、両者の関係を再検討す
る。第4章では、代議士及び市長に対して、新選挙制度改革はどのような影響を与えるのかを検討
するにあたり、本稿の分析枠組を提示する。
第2部は、第1部の議論の過程で生じた分析枠組を、４つの事例で紹介し、本稿のどの程度代議士と
市長の関係があるのかを示す。
第５章では、自民民主拮抗小選挙区で小選挙区と市域が接近している、神奈川12区を取り上げ、小
選挙区の代議士の選挙戦略が市長選挙へ影響を確認する。第６章では、自民民主拮抗小選挙区で複
数の自治体で構成される東京21区を事例に取り上げ、代議士の選挙戦略が市長選挙へ影響を及ぼし
ている事を確認する。第７章では、自民党優位小選挙区で1小選挙区と市域が接近する福井１区を
事例に取り上げ、そこでの代議士の選挙戦略よる市長選挙への影響を確認する。第８章では、自民
党優位小選挙区で複数の自治体から構成されている京都４区を取り上げ、市長選挙に代議士の意向
が少なからず影響を及ぼしていることを確認する。第９章では、分析枠組みに基づく4つ事例につ
いて、改めて検討するため、二事例比較分析を行う。そして終章では、本稿の分析枠組に対して事
例分析を用いて確認された知見を整理し、今後の課題を述べる。そこでの本博士論文の指摘は以下
の点である。
まず、それぞれ各自治体における市長選挙は、新選挙制度が導入され、二大政党制が確立された時
期において、代議士の選挙戦略とそれに伴う代議士の選挙区活動が市長選挙の構図に影響を与える
ことを確認した。さらに、これまで政党の弱体化とか自殺行為とまでいわれてきた国政与野党の相
乗り戦略も、代議士自身の選挙戦略に照らして検討すれば、合理的な場合も存在し、一概に相乗り
について批判することはできないということである。むしろ個々の小選挙区が規模の面で自治体と
接近したため、市長選挙における相乗り現象も起こることは不思議ではないといえる。もう一つの
点としては、都市部ほど政党の存在感が増すという、人口規模による政党の出現が日本の地方政治
においていわれてきたが、その見方とは逆に、小規模自治体においても国政の政党及び代議士の対
決構造が影響を及ぼすような対決型の市長選挙が起こる可能性が高いことが確認出来た。


